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2017巣立ち
～開校70周年に巣立つ 65対の翼～

● 昭和22年５月１日　新制中学校として、標津村立標津
中学校、標津村立川北中学校の両校開校

● 平成29年３月15日　開校70周年の春、標津中学校45名
（男子21名・女子24名）、川北中学校20名（男子５名・
女子15名）合計65名が学窓を巣立ちました

しべつ

議会だより
平成29年５月１日

第70回　標津町立標津中学校卒業式（Ａ組） 平成29年３月15日

第70回　標津町立標津中学校卒業式（B組） 平成29年３月15日

第70回　標津町立川北中学校卒業式　平成29年３月15日

■制定
　昭和22年６月10日
■図案
　同校初代校長
　　山下　佑平氏

〈校章の由来〉
　終戦直後の食料難のころ、馬鈴薯
が住民の主食としての位置をしめて
いたため、馬鈴薯中心の農業が営ま
れていたことと、馬鈴薯は冷害に強
い作物であることから、馬鈴薯のよ
うに強くたくましい実りのある生徒
を目指して馬鈴薯の葉で生徒をつつ
んだ校章が生まれた。

〈校章のもつ意味〉
・全体的に、雪の結晶をもって北国を表す。
・部分的には、

【水をデザイン化】
海を臨む町である。

【山をデザイン化】
ベキシリ山を表す。
ベキシリ山の麓の中学校である。

【ペンをデザイン化】
学問を象徴化したものである。

■制定
　昭和22年５月
■図案
　同校当時教諭
　　中村　　浩氏

■制定

標津中学校校章
■制定

川北中学校校章
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● 日口両国における相互信
頼関係の構築等を求める
意見書

　提 出 者

木下　　孝 議員

意見書

金
田
議
員
が
辞
職

　

金
田
照
男
議
員
か
ら
、
平
成

29
年
３
月
31
日
付
け
で
議
員
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
、
同
日
付
け

で
議
長

が
辞
職

を
許
可

し
ま
し

た
。

同意案件

条例制定・改正

お知らせ

固定資産評価
審査委員会委員

標津町北６条西２丁目

西山  美紀子 氏
〈任期〉
　　平成29年６月１日～
　　　　平成32年５月31日

● 「任期付職員の採用等に関
する条例制定」や「町税条
例等の一部改正」など14件
の条例制定・改正を原案ど
おりに可決しました。

一般会計の補正予算
主なもの （単位：千円）

項　目 金　額 内　容

ふるさと応援基金
積立金 7,337

返礼品代金、送料及びポータル
サイト手数料、寄附見込積立金
追加

子ども・子育て基金
積立金 50,000 政策積立

病院会計繰出金 37,274 収益的収支の入院収益及び介護給付収入の減による繰出金

酪肉経営振興対策基金 50,000 政策積立

道営草地整備改良
事業負担金 6,910

昨年8月の暴風雨による草地
更新の遅れ、国のTPP関連対
策等予算付けに係る事業調整
による負担金の増額

トド山地区公共牧場
整備事業補助金 1,983 トド山公共牧場に係る受益者負担金の2分の1補助

畜産担い手育成総合
整備事業 14,528

昨年8月の暴風雨による草地
更新の遅れ、国のTPP関連対
策による予算付けによる繰越
事業費調整、その他標津西部地
区TMRセンターの入札残及び
草地更新の中止による平成28
年度実施分の調整

秋サケ施設整備特
別対策事業(標津町
漁業振興特別対策事
業)

18,467

[秋サケ不漁対策支援]
根室管内さけます事業協会の
平成28年度施設整備に係る
漁獲割会費（さけます漁獲金
額の1％）を漁協に補助し、漁
業者の負担軽減を図る。

北海道水産業振興構造
改善事業（ホタテ養殖
作業施設整備事業）

314,797 漁協が実施するホタテ養殖作業施設の建設に係る補助金

漁業近代化資金（災
害口）保証料等補給
事業

 850 

平成27年度の秋サケ不漁対策
の支援措置として漁業近代化
資金（災害口）に対し、10年間
の保証料及び5年間の利子補
給

水産振興基金積立金 101,000 指定寄附1件（1,000千円）及び政策積立（100,000千円）

除雪及び排雪経費  12,000 除雪委託料年度内見込みによる増額

河川等災害復旧工事  2,095 崎無異川左岸の災害復旧工事の追加経費
川北小学校アスベス
ト改修事業  11,456 川北小学校煙突断熱材のアスベスト除去及び復旧工事費

公有財産購入費  2,343 旧森林管理署宿舎及びその用地の取得費
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小　川　悠　治　議員 ４ページ
　●　 子育て困窮世帯の就学援助は万全か？

　●　 周知方法と支援手続きに細心の配慮を!

高　橋　幹　雄　議員 ５ページ
　●　 町臨時職員の待遇改善を!

吉　田　　　智　議員 ６ページ
　●　メディアの適切な使用法を
　　　 学校・家庭・地域に対し  指導・啓発すべき

石　橋　昌　幸　議員 ７ページ
　●　在宅介護・地域交通の改善及び免許返納者の対応は？

平成29年第１回定例会（３月９～ 16日）で４議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

１．高齢者無料バス乗車券（24枚）

２．高齢者等通院ハイヤー助成券（初乗り１区間分12枚）

教
育
資
金

脳
の
構
造

不適切なスマホの使用
２時間の学習効果が消える！

町
職
員
の
約
⅓
が

臨
時
職
員

備
考

就学援助とは？

標津町臨時職員の賃金等（平成28年度）

　町教育委員会では、小・中学校の児童生徒の学校生活
のために必要な資金を援助しています。

対象者　 町内に居住する満70歳以上の方

 対象者　 非課税世帯の世帯員で運転免許証を持っていない方のうち、次の
要件を満たす方。 

▶高齢者世帯（独居、老夫婦、全員が高齢）の世帯員で70歳以上の方 
▶身体障がい者手帳１・２級を所持している方
▶生活保護受給世帯の60歳以上の方

対象者
　生活保護を受けている、失業
中である、収入が少ないなど、
経済的に困っている方。
※認定基準に基づきます。

受けられる援助費
▶学用品費　▶修学旅行費　　▶体育実技用品費
▶給食費　　▶クラブ活動費　▶生徒会費
▶PTA会費
※支給額は教育委員会が定める額となります。

区　分 職　　種 賃　金

時給
事務職員

一般事務､
学校事務等 800円/時

児童館指導員等 880円/時

日給
事務職員

一般事務、調理員 6,400円/日
保育士、教諭 7,040円/日

区分 職　　種 賃　　金

月給
職員

給食センター､
保育園調理員 123,200～124,100円/月

嘱託園長、指導主幹 150,000円/月
土木技師、水道技師

ほか 180,000～254,000円/月

●社会保険、雇用保険、労災加入・通勤手当支給
●年次有給休暇、忌引休暇、病気休暇は人事院規則に基づき付与

頭頂葉

後頭葉

側頭葉

前頂葉

前頭前野

前頭前野： 他の動物の脳に比べて、人間に於いて最も発達した部位
『人間らしさを保つ為の 脳の最高中枢』

６
人
に
１
人
の

子
ど
も
が

　

  

就
学
援
助

町
の
高
齢
者
支
援
事
業

参考

1

2
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問
　鮭
漁
不
振
が
続
き
、

漁
業
者
の
み
な
ら
ず
関
連

産
業
に
深
刻
な
影
響
が
出

て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、

関
連
産
業
に
従
事
す
る
人

の
中
に
は
、
減
収
で
家
計

が
圧
迫
さ
れ
、
子
育
て
や

教
育
環
境
に
深
刻
な
影
響

が
出
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
。

特
に
、
子
育
て
環
境
が
厳

し
い
ひ
と
り
親
世
帯
を
危

惧
す
る
。

　

学
校
教
育
法
第
19
条
で

は
、
経
済
的
理
由
で
就
学

困
難
な
保
護
者
に
対
し
て
、

市
町
村
は
必
要
な
援
助
を

問　
国
は
市
町
村
に
「
真

に
就
学
援
助
が
必
要
な
者

に
は
、
申
請
が
無
く
て
も

援
助
す
る
よ
う
」
求
め
て

い
る
。
入
学
時
の
説
明
に

小川　悠治 議員

子
育
て
困
窮
世
帯
の

就
学
援
助
は
万
全
か
？

周
知
方
法
と
支
援
手
続
き
に

細
心
の
配
慮
を
!

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
て
い
る
。

　

要
保
護
・
準
要
保
護
の

認
定
状
況
を
伺
い
た
い
。

答
　

子
ど
も
の
学
ぶ
環
境
を

整
え
る
こ
と
を
基
本
に
、

身
体
的
、
精
神
的
な
も
の

も
含
め
て
、
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
進
め
て
い

る
。

限
ら
ず
、
子
ど
も
の
身
近

に
い
る
先
生
の
常
日
頃
の

観
察
と
行
政
の
連
携
を
密

に
し
て
対
応
し
て
欲
し
い
。

　

支
援
に
当
た
っ
て
は
、

幼
児
か
ら
義
務
教
育
ま
で

手
厚
い
支
援
を
進
め
て
い
る

保
護
者
や
児
童
の
心
に
細

心
の
注
意
を
払
い
、
対
応

に
万
全
を
期
し
て
欲
し
い
。

答
　

支
援
に
つ
い
て
は
常
に

目
配
り
し
、
心
の
こ
も
っ

た
対
応
を
し
た
い
。

　

町
で
は
、
義
務
教
育
上

の
保
護
認
定
支
援
以
外
に

も
目
に
見
え
な
い
全
体
的

支
援
も
し
て
い
る
。
ま
た
、

幼
児
教
育
の
重
要
性
か
ら
、

義
務
教
育
に
至
る
ま
で
の

保
育
園
・
幼
稚
園
の
無
料

化
な
ど
手
厚
く
進
め
て
い

る
。

日本教育新聞

子
ど
も
の
貧
困

平成28年11月7日･平成29年2月20日号 より抜粋

出典

　

厚
労
省
の
「
平
成
25
年
国

民
生
活
基
礎
調
査
」
に
よ
る

と
、
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困

率
は
16
・
３
％
に
達
し
、
６

人
に
１
人
が
貧
困
の
状
態
に

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ひ
と
り
親
世
帯
で
は
、

そ
の
割
合
が
５
割
以
上
に

な
っ
て
い
る
。

【編著】
秋田貴代美・小西　祐馬
菅原ますみ

【著者】
沖縄大学名誉
教授
　加藤　彰彦

かもがわ出版

創英社／三省堂書店

関　連　書　籍

小学校の授業風景

小学校の入学式の様子

　

援
助
の
認
定
状
況
は
、

46
世
帯
の
児
童
・
生
徒
73

名
で
あ
る
。
全
児
童
・
生

徒
の
16
・
３
％
で
あ
る
。

そ
の
内
、
ひ
と
り
親
世
帯

の
割
合
は
７
割
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
後
共
、『
子
ど
も
の

権
利
条
約
』
に
基
づ
き
、

子
ど
も
の
生
き
る
権
利
、

学
ぶ
権
利
を
守
る
。

６
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
就
学
援
助

教
育
長

教
育
長

※ 

子
ど
も
の
権
利
条
約 

に
基
づ
き

生
き
る
権
利
、学
ぶ
権
利
を
守
る

※子どもの権利条約： 子どもの基本的人権を国際的に保障する為に、1989年に国連で採択された条約。子どもの
生存、発達、保護、参加という包括的な権利を実現・確保する為に必要となる具体的な事項を
規定。日本は、1994年3月に国会で批准。正式名称は、『児童の権利に関する条約』
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問
今
、
日
本
社
会
は
格

差
と
貧
困
が
拡
大
し
、
生

き
辛づ
ら

い
世
の
中
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
要
因
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
「
一
部
の
富
裕
層
に
富

が
集
中
し
、
中
間
層
が
痩

せ
細
っ
て
貧
困
が
増
大

す
る
」。
多
く
の
国
民
に

と
っ
て
、
希
望
の
持
て
な

い
社
会
に
な
っ
て
い
る
。

　

不
安
定
な
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
割
合
が
37
・

５
％
に
達
し
、
中
で
も
若

者
や
女
性
の
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

高橋　幹雄 議員

※
町
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
を
!

　

当
町
職
員
に
お
い
て
は
、

３
人
に
１
人
が
臨
時
職
員

と
な
っ
て
い
る
が
、
待
遇

が
良
い
と
は
言
え
な
い
。

（
３
頁

参
照
）
改
善

が
必
要
で
あ
る
。

　

臨
時
職
員
の
中
に
は
、

継
続
し
て
何
年
も
勤
め
て

い
る
人
も
多
く
い
る
。
経

験
を
積
む
事
に
よ
り
、
仕

事
に
対
す
る
知
識
も
深
ま

り
、
技
能
も
向
上
す
る
。

　

生
き
る
希
望
と
仕
事
に

対
す
る
責
任
を
果
す
に
は
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
評
価
と

待
遇
が
欠
か
せ
な
い
。

　

町
臨
時
職
員
の
待
遇
改

善
を
求
め
る
。

答
標
標
津
町
の
全
職
員

数
は
現
在
、
２
３
９
名
。

そ
の
内
、
正
職
員
数
は

１
５
９
名
。
臨
時
職
員
数

は
80
名
と
な
っ
て
い
る
。

正
職
員
化
は
で
き
な
い
が

処
遇
改
善
を
検
討

予算科目 人数
(人) 摘要（主なもの)

総務費 12 事務補助

民生費 9 指 導 員

農林水産業費 3 結婚活動支援専門員

その他（町長部局) 2 地域おこし協力隊

病院会計 23 看護師

その他特別会計 2 水道技師　保 健 師

教育費 33 嘱託園長　保育教諭調 理 員　指 導 員
臨時職員合計 84 職員合計

 256人正職員合計 172

　

他
町
と
の
比
較
は
、
置

か
れ
て
い
る
事
情
の
違
い

や
雇
用
形
態
の
違
い
か
ら

難
し
い
。
日
給
パ
ー
ト
の

方
で
（
保
育
士
、
看
護
師

に
多
い
）、
80
名
中
60
名

が
家
庭
の
事
情
等
か
ら
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
パ
ー

ト
で
働
い
て
い
る
。

　

残
る
20
名
に
関
し
て
は
、

長
く
勤
務
し
て
お
り
、
今

後
も
長
く
勤
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

中
に
は
家
庭
を
支
え
て

い
る
方
も
お
り
、「
少
し

で
も
賃
金
を
上
げ
て
欲
し

い
。
で
き
れ
ば
正
職
員
に

し
て
欲
し
い
。」
と
願
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
臨
時

職
員
を
正
職
員
に
採
用
す

る
に
は
、
採
用
管
理
・
定

数
管
理
・
雇
用
管
理
・
昇

任
管
理
等
の
面
か
ら
難
し

い
問
題
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
正
職
員
と
な

る
と
、
ど
こ
の
部
署
で
も

対
応
可
能
か
否
か
。
能
力

の
実
証
は
如い

何か

様よ
う

に
す
る

か
。
又
、
Ａ
さ
ん
を
採
用
、

Ｂ
さ
ん
は
不
採
用
と
で
き

る
か
。
加
え
て
、
長
く
臨

時
職
員
と
し
て
勤
務
す
る

と
正
職
員
に
採
用
さ
れ
る

「
勤
め
得
」
は
、
町
民
の

理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

　

現
在
、
戦
力
と
な
っ
て

い
る
臨
時
職
員
の
処
遇
に

関
し
て
、
昨
年
よ
り
『
叩

き
台
』（
原
案
）
を
策
定

中
で
あ
る
。
早
急
な
る
提

案
と
は
な
ら
な
い
が
、
福

利
厚
生
を
含
め
て
の
今
後

の
検
討
の
中
で
、
４
月
１

日
に
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
の
実
施
を
考

慮
し
た
い
。

平成29年度 標津町臨時職員数

参
考

※町臨時職員は、３頁 の通り、時給事務職員、日給事務職員、月給職員の３通りに区分される。参考

臨時職員の割合
84÷256=0.328≒1/3
３人に1人が臨時職員
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80

75

70

65

60

55

50

45

40

（％）

平
均
正
答
率
（
算
数
・
数
学
）

全く
しな
い

１時
間未
満

１～
２時
間

２～
３時
間

３～
４時
間

４時
間以
上

80

75

70

65

60

55

50

45

40

（％）

全く
しな
い

１時
間未
満

１～
２時
間

２～
３時
間

３～
４時
間

４時
間以
上

SNS（無料通信アプリLINE等）通話・Eメール・検索サイト

１
時
間
未
満
の
使
用

成
績
向
上
！

30分未満
30分～2時間
2時間以上

勉強時間

１ 日 の 使 用 時 間

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
長
時
間
使
用

２
時
間
の
学
習
効
果
消
滅

更
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
）

の
使

用
で
き
る
環
境
下
に
置
か

れ
て
い
る
。

　

東
北
大
の
研
究
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
、
ス
マ
ホ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
不
適
切
な
使
用
に

よ
る
脳
へ
の
影
響
を
、
実

証
・
解
析
し
た
驚
愕
の
デ

ー
タ
。

　

未
来
を
担
う
子
供
達

※ コミュニティ・スクール（学校運営協議会）：地域の皆様
が教育に関心を持ち、こども園や小学校、中学校の運営
に関わってもらう仕組みとして、標津地区と川北地区、そ
れぞれに学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を設
置するものであり、子どもたちへのアドバイス等の協力
を得ながら地域と共に歩む学校づくりを進めるもの。

問
昨
今
の
、
児
童
・
生

徒
を
取
り
巻
く
メ
デ
ィ
ア

環
境
は
、
劇
的
に
変
化
し

て
来
て
る
。
特
に
ス
マ

ホ
の
普
及
は
急
速
で
あ
り
、

こ
の
普
及
率
は
、
子
供
世

代
に
顕
著
で
あ
る
。

　

当
町
の
児
童
・
生
徒
に

お
い
て
も
自
己
所
有
率
は

高
く
、
通
話
は
元
よ
り
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
検
索
サ
イ
ト
、

参
考
資
料
２

参
考
資
料
３
〜
５

参考資料3

参考資料4

参考資料１、２

参考資料４、５
参考資料３

参考資料5

吉田　　智 議員

▼
メ
デ
ィ
ア
〔m

edia

〕

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
「
媒
（
な

か
だ
ち
）」
す
る
事
物
の
こ
と
。
事

物
を
「
媒
体
（
メ
デ
ィ
ア
）」、
そ
の

働
き
を
「
媒
介
（
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
）」
と
も
整
理
で
き
る
。
さ
ら
に

「
媒
介
」
は
、
情
報
の
「
伝
達
」
と

感
情
や
思
想
の
「
共
有
（
交
感
）」

と
い
う
二
つ
の
働
き
に
分
け
ら
れ
る
。

現
代
は
前
者
の
意
味
が
優
勢
で
、
メ

デ
ィ
ア
に
は
よ
り
速
く
、
大
量
に
、

安
価
に
、
簡
単
に
情
報
伝
達
で
き
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
書
き

文
字
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
で
、
さ
ら
に

は
衣
服
や
建
築
物
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

メ
デ
ィ
ア
に
は
情
報
の
伝
達
手
段
と
、

感
情
や
思
想
の
共
有
手
段
と
し
て
の

働
き
が
よ
り
合
わ
さ
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
が
う
ま
く
働
け
ば
人
々
を
結
び

付
け
る
が
、
う
ま
く
働
か
な
け
れ
ば

人
々
を
引
き
裂
き
も
す
る
。

メ
デ
ィ
ア
は
、
情
報
技
術
と
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
的
要
因
が
複
合
的
に
関
わ

る
中
で
社
会
的
に
生
成
す
る
。
か
つ

て
は
大
き
な
機
構
体
で
あ
る
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
か
ら
情
報
を
受
け
取
る
だ
け

だ
っ
た
人
々
が
、
現
在
は
自
ら
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
用
い
て
表
現
、
発
信
を
し

つ
つ
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
し
た

学
際
的
な
研
究
が
メ
デ
ィ
ア
論
。

▼ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）

〔Social N
etw
orking Service

〕

会
員
制
の
サ
イ
ト
上
で
写
真
や
文
章
な

ど
を
公
開
し
、会
員
同
士
で
交
流
で
き

る
機
能
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

ミ
ク
シ
ィ（m

ixi

）や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（Faceb
o
o
k

）が
代
名
詞
と
い
え

る
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
が
、ツ
イ
ッ
タ
ー

（Tw
itter

）や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）、各

ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
で
も「
自
身
の
ペ
ー
ジ

を
編
集
で
き
る
」「
他
の
会
員
と
の
交
流

が
可
能
」な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
の
機
能
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
称
さ
れ

る
。さ
ら
に
、写
真・動
画
共
有
ア
プ
リ
、

通
話
ア
プ
リ
、ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
な
ど
を
含

め
、多
く
の
サ
ー
ビ
ス
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
似
た

機
能
を
備
え
る
か
、も
し
く
は
別
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
投
稿
で
き
る
な
ど
の
連
携
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

教
育
長

不
適
切
な
ス
マ
ホ（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）の
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
時
間
の
学
習
効
果
が
消
え
る
！

【
監
修
者
】
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
教
授
。
医
学
博
士

　
　
　
　
　

川
島　

隆
太
（
か
わ
し
ま　

り
ゅ
う
た
）

【
著　

者
】
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
助
教
授
。
教
育
学
博
士

　
　
　
　
　

横
田　
　

務
（
よ
こ
た　

す
す
む
）

出典

出典

出典

共に

共に
の書籍、一部加筆

現代用語の基礎知識(2017)

仙台市の市立小学校・中
学校の全児童・生徒約７
万人×７年間の調査・分
析結果

どのメディアも長時間使用により、脳の認
知機能や意欲、運動能力と関係する領域が
変化し、健常な脳の発達を阻害する!!

テレビ・ゲーム・スマホ・ケータイを
長時間、視聴・使用すると前頭前野等
の茶褐色部分の脳の働きが弱くなる

スマートフォンの使用時間と
成績の関係

メ
デ
ィ
ア

の
適
切
な
使
用
法
を

 

学
校・家
庭・地
域
に
対
し 

指
導・啓
発
す
べ
き

参
考
資
料
１

参考資料2

参考資料1

を 

慮お
も
ん
ば
かり
、
メ
デ
ィ
ア
の
適

切
な
使
用
法
を
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
に
対
し
、
指

導
・
啓
発
を
す
べ
き
。

　

教
育
長
の
所
信
を
質
す
。

答

三
者
に
対

し
更
な
る
注
意
を
喚
起
し
、

能
動
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

推
進
を
図
る
と
共
に
、
教

育
行
政
方
針
に
掲
げ
た
※

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
）
の

設
置
の
実
現
を
目
指
し
て

行
く
。

前
頭
前
野
の
働
き
脳
の
司
令
塔

（
頭
脳
も
心
も
司
る
）

・
考
え
る　
・
覚
え
る　
・
学
ぶ

・
集
中
す
る　
・
仲
良
く
す
る　
・
我
慢
す
る

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
計
る　

等

前
頭
前
野

標津町教育委員会

ぜ
ん
と
う
ぜ
ん
や
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※ 「
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
：
12
頁 

寄
稿  

参
照

問
高
齢
者
が
高
齢
者
を

介
護
す
る
。
今
増
え
て
い

る
の
は
認
知
症
の
人
が
認

知
症
の
人
を
介
護
す
る
現

実
が
あ
る
。
介
護
に
直
面

し
た
際
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
ん

な
時
に
使
え
ば
い
い
の

か
、
ど
の
よ
う
に
申
請
す

れ
ば
い
い
の
か
、
分
か
り

づ
ら
い
。
行
政
は
、
も
っ

と
分
か
り
や
す
く
説
明
す

べ
き
。

　

高
齢
者
等
通
院
ハ
イ

ヤ
ー
助
成
事
業
、
高
齢
者

無
料
バ
ス
助
成
事
業
が
あ石橋　昌幸 議員

在
宅
介
護
・
地
域
交
通
の
改
善

及
び
免
許
返
納
者
の
対
応
は
？

る
。
ど
れ
も
利
便
性
の
高

い
制
度
と
思
う
が
、
あ
る

程
度
年
数
が
経
っ
て
見
る

と
、
利
用
状
況
が
ほ
と
ん

ど
変
っ
て
い
な
い
。
利
用

す
る
側
に
立
っ
て
見
る
必

要
が
あ
る
し
、
も
っ
と
高

齢
者
（
弱
者
）
の
生
活
路

線
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

　

運
転
免
許
返
納
に
つ
い

て
は
、
交
通
網
が
乏
し
い

標
津
町
で
は
、
マ
イ
カ
ー

が
『
生
活
の
足
』
と
い
う

現
実
が
あ
る
。
高
齢
化
が

進
む
中
、
代
替
手
段
の
確

保
が
大
き
な
課
題
。
町
と

し
て
も
前
向
き
に
考
え
る

べ
き
。
改
善
・
対
応
は
？

答
団
塊
の
世
代
が
、
ま

も
な
く
後
期
高
齢
者
に

入
っ
て
く
る
が
、
そ
の
備

町
職
員
の
き
め
細
か
な

対
応
が
問
わ
れ
て
い
る

え
が
で
き
て
い
る
か
が
課

題
と
な
る
。
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
、
私
を
含
め
て

町
職
員
の
基
本
姿
勢
が
問

わ
れ
て
い
る
。
福
祉
で
言

え
ば
「
高
齢
者
の
身
に

な
っ
て
寄
り
添
っ
て
い
る

か
」、「
高
齢
者
の
目
線
に

立
っ
て
い
る
か
」、「
地
域

に
出
て
周
り
の
人
達
や
各

種
組
織
（
社
協
や
町
内
会

な
ど
）
の
声
に
耳
を
傾
け

て
い
る
か
」
が
大
事
。
こ

の
こ
と
は
町
政
全
般
に
言

え
る
が
、
特
に
福
祉
の

面
で
は
、
き
め
細
さ
が

必
要
。

　

地
域
交
通
の
通
院
ハ
イ

ヤ
ー
や
無
料
バ
ス
な
ど
を

見
直
し
、
改
善
す
る
事
は

指
摘
の
通
り
で
あ
る
が
、

町
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住

宅
が
満
床
、
病
院
の
長
期

入
院
者
の
増
加
な
ど
に
よ

り
40
名
以
上
が
施
設
に
入

居
し
て
い
る
状
況
。
そ
の

分
が
利
用
者
の
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
現
状
維
持
と
言
う
こ
と

は
、
利
用
率
は
高
い
と
思

う
が
、
詳
し
く
分
析
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　

運
転
免
許
証
の
返
納

は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
本

当
に
辛
い
事
。
今
後
、
認

知
症
検
査
な
ど
に
よ
り
、

か
な
り
の
返
納
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
道

内
自
治
体
で
は
具
体
的
に

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
行
政
だ
け

で
は
立
ち
い
か
な
い
が
、

町
職
員
が
出
向
い
て
相
談

に
応
じ
て
い
く
。
標
津
町

で
は
独
自
に
地
域
福
祉
計

画
を
策
定
し
た
が
策
定
が

ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。

　

昨
年
12
月
12
日
、※「
安

心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

が
で
き
た
。
指
導
力
・
行

動
力
の
あ
る
組
織
だ
が
、

こ
れ
も
立
ち
上
げ
た
の
が

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー

ト
と
考
え
て
い
る
。
町
と

し
て
も
支
援
を
強
化
す
る
。

町
営
無
料
バ
ス
（
市
街
循
環
線
）

「安心サポートセンター」の支援の様子

高齢者支援
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平成29年３月13日～16日
予算審査特別委員会

予
算
審
査
報
告

吉田　智副委員長 大垣　勇委員長

事件の番号 事　　　　　　　　件　　　　　　　　名
議案第２号 標津町一般職の任期付職員の採用等に関する条例制定

議案第４号 標津町児童発達支援事業所条例制定

議案第６号 標津町選挙ポスター掲示場の設置に関する条例の一部を改正する条例制定

議案第11号 職員の特殊勤務手当支給に関する条例の一部を改正する条例制定

議案第23号 平成29年度標津町一般会計予算

議案第24号 平成29年度標津町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

議案第25号 平成29年度標津町国民健康保険特別会計（病院事業）予算

議案第26号 平成29年度標津町介護保険特別会計（事業勘定）予算

議案第27号 平成29年度標津町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算

議案第28号 平成29年度標津町後期高齢者医療特別会計予算

議案第29号 平成29年度標津町簡易水道特別会計予算

議案第30号 平成29年度標津町下水道特別会計予算

議案第31号 平成29年度標津町金山地域休養施設等特別会計予算

一 般 会 計 59億3,500万円
７特別会計 19億9,919万円
病院事業会計　9億9,522万円総額 89億2,941万円

平成29年度 予算原案可決

　

平
成
29
年
度
標
津
町
一

般
会
計
を
含
む
９
会
計
予

算
及
び
付
託
さ
れ
た
４
件

の
条
例
に
つ
い
て
は
、
議

長
を
除
く
９
名
の
議
員
に

よ
り
予
算
審
査
特
別
委
員

会
（
大
垣　

勇
委
員
長
・

吉
田
智
副
委
員
長
）
を
設

置
し
、
３
月
13
日
か
ら
16

日
の
４
日
間
に
わ
た
っ
て

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

本
会
議
に
お
い
て
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

人口減少時代に挑戦する「政策パッケージ2017」の主要テーマ
“北海道No.1の子育て応援のまちを”

●若い世代の結婚や出産等の理想・希望を叶える
●このまちで暮らしたい、暮らし続けたい希望を叶える
●生産基盤を高め、地域資源を活かし、人の流れを変える
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～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの実践～～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの実践～

59億3,500万円でスタート5959 3,5003,500
骨格予算 対前年当初比

9.6％減

各会計予算額 

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 平成29年度 平成28年度 対前年度
比較（％）

一　般　会　計 59億3,500万円 65億6,400万円 ▲   9.6

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 8億8,597万円 8億6,991万円 1.8

介護保険特別会計（事業勘定） 4億2,606万円 4億3,959万円 ▲   3.1

介護保険特別会計(サービス事業勘定) 3,001万円 3,271万円 ▲   8.3

後期高齢者医療特別会計 1億1,502万円 1億1,577万円 ▲   0.6

簡易水道特別会計 2億1,255万円 1億9,290万円 10.2

下水道特別会計 3億710万円 3億1,028万円 ▲   1.0

金山地域休養施設等特別会計 2,248万円 2,440万円 ▲   7.9

特　別　会　計　合　計 19億9,919万円 19億8,556万円 0.7

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 8億9,050万円 8億3,412万円 6.8
(病院事業) 資本的収支 1億472万円 9,810万円 6.7

企業会計合計 9億9,522万円 9億3,222万円 6.8 

総　　　　　　　計 89億2,941万円 94億8,178万円 ▲   5.8

　　　　
　依

存
財
源
　
　
　
　
　　

　　
　　　　自主

財
源

総務費
4億1,127万円（6.9％）

民生費
6億9,136万円
（11.6％）

衛生費
7億6,084万円
（12.8％）

町税
６億7,785万円
（11.4％）

繰入金
5億6,891万円
（9.6％）

使用料等
3億2,327万円
（5.4％）

地方譲与税等
2億3,640万円
（4.0％）

道支出金
3億3,783円
（5.7％）
国庫支出金
4億3,142万円
（7.3％）

町債
5億9,149万円
（10.0％）

※自主財源　15億7,003万円（26.5％）
※依存財源　43億6,497万円（73.5％）

地方交付税
27億6,783万円
（46.6％）

議会費
5,069万円（0.8％）

労働費
337万円
（0.5％）

農林水産業費
5億4,262万円
（9.1％）

商工費
1億5,177万円（2.5％）

土木費
9億6,670万円
（16.3％）

消防費
2億6,589万円
（4.5％）

教育費
4億9,685万円
（8.3％）

公債費
6億8,213万円
（11.5％）

諸支出金
1万円
（0.0％）

職員費
9億150万円
（15.1％）

予備費
1,000万円（0.1％）

歳出
59億3,500万円

町　債＝借　金
公債費＝返済金

歳入
59億3,500万円

｢科目別」内訳｢財源別」内訳

町長の改選期に、新規の政策的経費等の予算計上
を避け、継続事業を主とした予算編成のこと。
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町内行政視察研修
平成29年３月16日 標津町議会 全員協議会 標津こども園
●用　　　途： 幼保連携型認定こども園(あおぞら)、児童発

達支援事業所(くれよんハウス)、親子交流館
●構　　　造：木造平屋建て
　工　　　法：※1木質二方向ラーメン構造
　　　　　　　「サミットHR工法｣
●敷 地 面 積：15,724.00㎡　●建 築 面 積：1,625.73㎡
●延 床 面 積：1,496.06㎡　ほか物置　45.36㎡
●木材使用量：170.6㎥（構造体部分）

※1【木質二方向ラーメン構造｢サミットHR工法｣の特徴】
●大規模木造建築工法の一種。
●RC造・S造と同等の耐震性
●筋交いや耐力壁が不要なため、広い間口と空間が可能
●接合金具が外部に露出しないため、塩害対策に有効で意匠性も高い
●地域産木材の活用が可能（道産材〈北見市〉にて加工）

建築工事内容

標津こども園外観

※2 当園の乳児室・ほふく（匍匐）室〈０～１歳児〉の名称が「ひよこ」

　

３
月
16
日
、
４
月
開
園

予
定
の
「
標
津
こ
ど
も

園
」
の
現
地
視
察
研
修
を

行
っ
た
。

　
※1

「
サ
ミ
ッ
ト
Ｈ
Ｒ
工

法
」
に
よ
り
、
広
い
間
口

と
空
間
が
確
保
さ
れ
、
道

産
カ
ラ
マ
ツ
材
（
半
分
弱

が
標
津
町
・
中
標
津
町

産
）
を
ふ
ん
だ
ん
に
用

い
、
温あ
た
たか
い
雰
囲
気
を
醸か
も

し
出
し
て
い
る
。
当
園
よ

り
、
※2

「
ひ
よ
こ
」
が
成

長
し
、「
あ
お
ぞ
ら
」
を

力
強
く
飛
翔
す
る
事
を
期

待
す
る
。

　

３
月
６
日
、
標
津
町
立
標
津
小
学
校
を
視
察

し
た
。
飯
田
校
長
よ
り
『
標
津
小
学
校
学
力
向

上
の
成
果
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
校
長
が
２
年

前
に
赴
任
し
て
か
ら
、
実
践
さ
れ
て
い
る
学
力

向
上
の
方
法
に
つ
い
て
講
話
を
受
け
た
。

　

そ
の
中
で
最
後
に
『
海
、
山
、
川
、
海
の

幸
、
山
の
幸
。
豊
か
な
自
然
と
産
業
の
町
：
標

津
に
「
教
育
の
町
」
を
加
え
た
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
未
来
を
担
う
標
津
町
民
を
育
成
す
る
心
要

が
あ
る
た
め
で
す
。
人
口
減
少
が
進
む
町
を
存

続
す
る
た
め
に
は
、
町
民
が
主
体
的
に
活
躍
す

る
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
教
育
の
果
す
役
割
が
大
変
重
要
に
な

り
ま
す
。

　

標
津
町
は
苦
し
い
財
政
の
中
、
教
育
予
算

だ
け
は
減
額
さ
れ
て
な
い

と
聞
き
ま
す
。
そ
れ
は
教

育
（
人
）
こ
そ
が
財
産
と
考

え
て
い
る
た
め
で
す
。
学
校

は
、
そ
の
期
待
に
応
え
た
経

営
、
運
営
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
』
と
教
育
の
考

え
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
新
し
く
な
っ
た
、

ト
イ
レ
の
説
明
と
１
年
生
の

給
食
風
景
を
見
学
し
視
察
を

終
え
た
。

境課長より説明を受ける議員

清潔感あふれるトイレ １年生の給食風景

町内行政視察研修
常任委員会の動き

陽光あふれ
木の温もりが
感じられる
広々とした
遊戯室

文
教

福
祉

建
設
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氏名

年月日

山
　
崎

金
　
田

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

Ｈ28.６.14 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.６.15 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.６.21 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.６.28 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.９.13 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.16 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【全員協議会】議員10人

氏名

年月日

山
　
崎

金
　
田

吉
　
田

大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

小
　
川
南
高
　
橋

Ｈ28.４.15 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.６.15 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.７.８ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.７.22 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.８.17 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【道の駅設置に関する調査検討特別委員会】
委員９人

氏名

年月日

山
　
崎

金
　
田
南
石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

吉
　
田

大
　
垣

Ｈ29.３.９ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.13 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.14 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.16 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【予算審査特別委員会】委員9人

年・月・日
氏名

議会名

山
　
崎

金
　
田

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

Ｈ28.６.21 第２回定例会 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.９.13 第３回定例会 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.12.14 第４回定例会 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.９

第１回定例会
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｈ29.３.10 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.16 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【定　例　会】議員10人

年・月・日
氏名

議会名

山
　
崎

金
　
田

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

Ｈ28.５.16 第３回臨時会 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.７.８ 第４回臨時会 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.９.29 第５回臨時会 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ29.１.17 第１回臨時会 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

【臨　時　会】議員10人

   議員の出欠状況 出席……○　 欠席……×
〔　〕の委員は複数所属

氏名

年月日

山
　
崎

金
　
田
南
大
　
垣

木
　
下

小
　
川

吉
　
田

高
　
橋

Ｈ28.10.17 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.10.18 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.10.24 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

【決算審査特別委員会】委員８人

氏名

年月日

〔
山
崎
〕

金
　
田

木
　
下

高
　
橋

石
　
橋

吉
　
田

Ｈ28.４.22 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.５.19 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.６.14 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.７.15 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.８.25 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.９.６ ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.10.28 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.11.24 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.12.７ ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ29.１.17 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ29.２.24 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.17 ○ × ○ ○ ○ ○

【総務経済常任委員会】委員6人

氏名

年月日

山
　
崎

〔
金
田
〕

小
　
川

〔
高
橋
〕

大
　
垣
南

Ｈ28.６.14 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.６.15 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.７.12 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.９.６ ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.10.31 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.11.21 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ28.12.７ ○ × × ○ ○ ○
Ｈ29.２.24 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.６ ○ × ○ ○ ○ ○

【文教福祉建設常任委員会】委員6人

氏名

年月日

山
　
崎

金
　
田

吉
　
田

大
　
垣

Ｈ28.４.14 ○ × ○ ○
Ｈ28.４.21 ○ × ○ ○
Ｈ28.６.21 ○ × ○ ○
Ｈ28.７.15 ○ × ○ ○
Ｈ28.７.21 ○ × ○ ○
Ｈ28.９.13 ○ × ○ ○
Ｈ28.10.14 ○ × ○ ○
Ｈ28.10.21 ○ × ○ ○
Ｈ28.12.14 ○ × ○ ○
Ｈ29.１.17 ○ × ○ ○
Ｈ29.１.24 ○ × ○ ○
Ｈ29.３.10 ○ × ○ ○

【広報特別委員会】委員４人

氏名

年月日

吉
　
田
南
小
　
川

大
　
垣

木
　
下

Ｈ28.６.14 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.９.６ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.12.７ ○ ○ × ○ ○
Ｈ28.12.14 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.２ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ29.３.９ ○ ○ ○ ○ ○

【議会運営委員会】委員5人

氏名

年月日

山
　
崎

金
　
田

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

Ｈ28.６.14 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.９.６ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ28.12.７ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
Ｈ29.２.24 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【合同常任委員会】委員９人
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終つ
い

の
住
み
家
と
き
め
、
標
津

町
の
住
民
と
な
り
11
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
高
齢
者

の
願
い
は
、「
こ
の
町
に
住
ん

で
い
て
良
か
っ
た
」
と
思
う
こ

と
と
、
周
り
の
人
々
に
「
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
え
る

生
き
方
で
す
。
同
時
に
、
そ
の

よ
う
に
言
い
合
え
る
町
で
あ
り
、

町
民
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

福
祉
の
原
点
を
「
ひ
と
は

一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
」、

お
互
い
に
「
助
け
合
い
支
え

あ
っ
て
い
く
こ
と
」、
そ
し
て

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
合
え

る
町
を
目
指
し
、
会
長
職
７
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
今
ま
で
の
活
動

プ
ラ
ス
、
次
の
『
三
つ
の
願

い
』
を
も
っ
て
活
動
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
等
で
は
対
応
で
き
な
い

小
さ
な
悩
み
事
に
対
し
て
手

を
差
し
伸
べ
よ
う
と
、
昨
年

度
「
地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ

の
委
員
会
の
最
初
の
仕
事
と
し

て
「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
ひ
ま
わ
り
内
に
置
き

12
月
12
日
（
イ
ッ
チ
２
、
イ
ッ

チ
２
）
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
が

85
局
の
７
７
７
６
番
で
す
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
悩
み
事
で
も
、

85
局
の
７
７
７
６
番
「
あ
ん
し

ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
へ
お

電
話
下
さ
い
。
で
き
る
だ
け
早

め
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

「
札
幌
の
息
子
と
の
生
活
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
待
つ

こ
と
に
し
ま
し
た
」、
と
の
女

性
高
齢
者
の
声
。
サ
ポ
ー
タ
ー

も
「
や
り
が
い
を
感
じ
た
」
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら

に
も
笑
顔
の
あ
る
姿
に
感
動
し

て
い
る
日
々
で
す
。

　
『
三
つ
の
願
い
』
の
一
つ
目

は
、
福
祉
の
願
い
で
あ
る
「
助

け
合
い
・
支
え
合
い
」
の
実
現

に
、
あ
せ
ら
ず
、
コ
ツ
コ
ツ
と

地
道
な
活
動
を
継
続
す
る
つ
も

り
で
す
。

　

二
つ
目
の
願
い
は
、
市
街
地

で
、
幼
児
か
ら
子
ど
も
、
親

子
、
そ
し
て
高
齢
者
が
「
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で

も
」
集
ま
れ
る
「
場
所
」。
出

会
い
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
、

お
し
ゃ
べ
り
の
場
、
食
事
の
場
、

孫
と
く
つ
ろ
げ
る
場
と
し
て
気

楽
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
場

を
考
え
て
い
ま
す
。
何
と
か
今

年
度
中
に
実
現
し
た
い
も
の
で

す
。

　

三
つ
め
は
、
町
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
で
特
に
要
望
が
多

か
っ
た
足
（
移
動
手
段
）
の
課

題
に
つ
い
て
は
、
推
進
委
員
会

で
部
会
を
も
う
け
対
応
策
を
考

え
て
い
る
最
中
で
す
。

　

住
み
よ
い
町
・
標
津
町
の
た

め
、
行
政
、
町
内
会
、
民
生
委

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
四
者

の
連
携
な
く
し
て
願
い
の
実
現

は
不
可
能
で
す
。

　

微
力
な
が
ら
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
私
の
最
後
の
仕
事
と

考
え
、
各
議
員
の
方
々
も
含
め

て
町
民
一
人
ひ
と
り
の
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
助

言
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

議　長  田中　孝幸　　　　　　　　　委 員 長  大垣　　勇　　委　員  山崎　英司
副委員長  吉田　　智　　　　　　　　  　　

寄稿

・標津町議会ホームページ…http://www.shibetsutown/gikai.html
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

広報特別委員会

「
85
─７
７
７
６
」と
は

標
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

会
長 

渡
辺
　
好
之

　

新
人
議
員
と
し
て
広
報

特
別
委
員
に
就
き「
し
べ

つ
議
会
だ
よ
り
」発
行
に

携
わ
っ
て
、折
返
し
点
を
迎

え
ま
し
た
。

　

今
ま
で
編
集
と
い
う
作

業
に
馴
れ
て
い
な
い
事
も

あ
り
、他
の
委
員
に
お
世

話
の
か
け
通
し
の
気
が
し

ま
す
。

　

新
年
度
に
入
り
、気
分

を
新
た
に
町
民
の
皆
様
に

よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会

だ
よ
り
の
紙
面
作
り
に
努

力
い
た
し
ま
す
。

　

昨
今
の
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
を
。３
月
末
に
標
津
高

校
吹
奏
楽
部
が
第
38
回
全

日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
で
金
賞
受
賞
団
体
の

中
か
ら
、特
に
優
れ
た
団

体
に
贈
ら
れ
る
花
村
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

不
断
の
努
力
に
拍
手
を
。

（
山
崎
　
英
司
）

編集室

本
号
よ
り
、
寄
稿
者
の
肖
像
写

真
を
掲
載
致
し
ま
す
。


